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基本構想01

まちづくりの基本理念と将来像

協働のまちづくり

●市民誰もが等しく参加でき、多様性を認め、支えあい、役立ちあう地域社会の構築

●地域の歴史や文化を尊重し、報徳の精神や生涯学習都市宣言の理念に基づくまちづくり

情報共有
まちづくりに関する情報を市民共有の財産と捉え、 市民や市議会、 行政は意識

的かつ積極的に情報を提供するとともに把握し、 お互いに情報共有を図りなが

らまちづくりを進めます。

まちづくりの主体である市民が市政に主体的に関わり、 市民参画によりまちづ

くりを進めます。

自助 ・ 共助 ・ 公助の考え方を根底としつつ、 多様化する市民ニーズや公共的課

題を解決するため、市民や市議会、行政がお互いに尊重し合い、同じ目的のため

に対等な立場で連携や協力をする「協働」によりまちづくりを進めます。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、本市では、持続可能なまちづくりを目指し、令和 22 年（2040 年）の人口

を 11 万人と設定し、さまざまな取り組みを進めた成果として、 計画期間の令和７年（2025 年）における目標人口を 115,400

人とします。

参 画

協 働
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基本理念

将来人口

希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川将来像

キーワード

将来人口目標

持続可能な掛川市を目指し、

2040 年に人口 11 万人を達成する。

2025 年（令和 7 年）の目標人口  115,400人

2025年（令和７年）の目標人口構成は

 年少人口（0～14歳）　　15,300人（13.2％以上）

 生産年齢人口（15～64歳）　66,300人（57.5％以上）

 高齢人口（65歳以上）　　33,800人（29.3％以下）

将
来
人
口

将
来
人
口
構
成
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掛川市将来人口

（年齢 3 区分）

2021　2025

第２次掛川市総合計画

協 働 の ま ち づ く り

ポストコロナ編 概要版



戦　略

戦略方針 未来に向けてチャレンジできるまち掛川
　社会状況や自然環境、人々の生活や価値観は、急速に大きく変化しており、掛川市は、持続可能な未来に向けて、地域

の歴史を誇り、大切にしながら、新しいステージに挑むときを迎えています。

　本市は、「生涯学習都市宣言」と「掛川市自治基本条例」の理念を実現するため、市民一人ひとりが輝き、いつでも、誰で

も、何回でも、「未来に向けてチャレンジできるまち」を目指します。

　また、掛川市の新しいまちづくりにおいては、対話を重視しながら、時代や社会の変化を的確に捉え、固定観念や既存

の手法にとらわれることのない柔軟な思考で、一歩先の未来を描きながら取り組みます。

戦略方針を踏まえ、７つの戦略の柱を軸として施策を推進していきます。

健康・子育て・

福祉分野2
誰もが健やかに、

安心で幸せな暮らし

をともにつくるまち

❶ 市民総ぐるみで次世代の育成

❷ 地域包括ケアシステムの拡充

❸ 健康管理の支援と予防活動の強化

❹ 誰もが幸せに暮らすことのできるまちの実現

❺ ＤＸによる福祉・医療・健康・子育て等ネットワークの強化

環境分野3
美しい自然環境と共生し、

エネルギーの地産地消と

資源循環を実現した

持続可能なまち

❶ 豊かな自然環境の保全

❷ 地域循環共生圏の確立を通じた脱炭素社会の推進

❸ 公民連携によるエネルギーの地産地消

❹ 自助・共助による資源循環の推進

産業・経済分野

新しい技術と多様な

働き方から活力ある

産業を生み出す、

世界に誇れるお茶のまち

4
❶ 産業の開拓や起業の支援による活力ある産業の創出

❷ ヒト・モノ・コトがつながる地域経済循環の推進

❸ 柔軟な働き方の推進と多様な人材の活躍

❹ 力強い農業と世界に誇れるお茶のまちの実現

シティ

プロモーション分野5
魅力ある暮らしと

ホスピタリティにより、

選ばれるまち

❶ 様々な形でまちに関わる関係人口の拡大

❷ 魅力ある人材や企業の呼び込み

❸ 選ばれ、迎え入れるまちへ

安全・安心・

都市基盤分野6
災害に強く安全で安心な

暮らしを支える

基盤を整えたまち

❶ 災害に強いまちづくり

❷ 多極ネットワーク型コンパクトシティの実現

❸ 地方分散による受け入れ体制の整備

❹ 移動手段の最適化

❺ ＤＸによる自助・共助の安全・安心なまちの実現

協働・広域・

行財政分野7
協働と連携により

誰もが支えあい

役立ちあうまち

❶ 協働のまちづくりに向けた参画と情報共有の推進

❷ 広域連携や官民連携の推進

❸ 行政ＤＸや多様な人材活用と安定した財源確保

❹ 公共施設等の適正化の推進

教育・文化分野

分　野 　　　　　　　　　　　　　　　　　戦　略

生涯にわたり

こころざし高く学び

心豊かに暮らすまち

❶ 多方面で活躍できる人材を育成する教育ＤＸの推進

❷ 生涯にわたる学びの推進

❸ 掛川らしい文化の継承・創造・発信

❹ 文化財の活用の可能性の拡大

❺ デジタル技術と本物の体験による学びの機会の充実

1

戦略方針
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基本計画02
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計画策定の基本的な考え方

　対話を重視しながら、時代や社会の変化を的確に捉え、固定観念や既存の手法に

とらわれることのない柔軟な思考で、一歩先の未来を描きながら取り組みます。

未来に向けてチャレンジする、新しいまちづくり2

　限られた経営資源を有効に活用し、真に必要な施策を選択する戦略的施策を

実施します。

少子高齢・人口減少社会に立ち向かう戦略的施策3

　「協働のまちづくり」を基本理

念とし、企業、大学等、金融機関、

市民、NPO 法人等の非営利団体、

国や県、市が、それぞれの強みを

活かして連携し、掛川市の将来像

「希望が見えるまち・誰もが住み

たくなるまち掛川」の実現を目指

します。

掛川流「協働力」の発揮4

　「新しい生活様式」への移行や地方分散の流れ、デジタル化の浸透といった環境の

変化を踏まえ、ＳＤＧｓやＤＸをより一層推進し、地域内で人や物が循環し、誰ひとり

取り残されることのない包摂的な社会を目指した施策を推進します。

1 ポストコロナ社会における新しいまちづくり

❶ 誰ひとり取り残さない包摂的な社会の実現。

❷ 安全 ・ 安心な質の高い生活を実現するための

 「新しい生活様式」とデジタル化の推進。

❸ 地域内で循環する持続可能な社会の実現。

❹ 選ばれるまちへ。（東京一極集中から地方分散へ）

ポストコロナ社会におけるまちづくりの視点

体型図
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戦略の柱 個別施策

美しい自然環境と共生し、

エネルギーの地産地消と資源循環を

実現した持続可能なまち

環境分野3

新しい技術と多様な働き方から

活力ある産業を生み出す、

世界に誇れるお茶のまち

産業 ・ 経済分野4

魅力ある暮らしと

ホスピタリティにより、

選ばれるまち

シティプロモーション分野5

災害に強く安全で安心な

暮らしを支える

基盤を整えたまち

安全 ・ 安心 ・ 都市基盤分野6

協働と連携により

誰もが支えあい役立ちあうまち

協働 ・ 広域 ・ 行財政分野7

誰もが健やかに、安心で幸せな

暮らしをともにつくるまち

健康 ・ 子育て・ 福祉分野2

生涯にわたりこころざし高く学び

心豊かに暮らすまち

教育 ・ 文化分野1 １-（１）

１-（２）

１-（３）

１-（４）

市民総ぐるみで取り組む心豊かにたくましく生きる子どもの育成

市民の生涯学習の拠点づくり

郷土の文化の保存と市民の文化芸術活動の振興

誰もがスポーツを楽しめる環境の整備

２-（１）

２-（２）

２-（３）

２-（４）

２-（５）

２-（６）

２-（７）

家庭・地域・企業の子育て力の向上

安心して出産・子育てできる環境の整備

家庭・地域・職場ぐるみの健康づくりの推進

誰もが安心して医療を受けられる環境の整備

高齢者が生き生きと暮らせる環境づくりの推進

障がいのある方の幸せな暮らしの支援の充実

地域で支えあう福祉活動と人権の尊重

３-（１）

３-（２）

３-（３）

３-（４）

３-（５）

３-（６）

地域循環共生圏の確立を通じた脱炭素社会の推進

誰もが集える身近な公園・緑地の充実

美しい森林や海岸等の保全と活用の推進

清流が流れ、市民が水とふれあえる環境の整備

誰もが快適に暮らせる生活環境の確保

安全な水を安定して供給できる水道事業の推進

４-（１）

４-（２）

４-（３）

４-（４）

みんなが働ける雇用・就業の環境づくりの推進

掛川にしごとをつくる商工業の発展

多様な担い手による力強い農業ビジネスの確立

持続可能な茶業の推進と新たな掛川茶ブランドの構築

５-（１）

５-（２）

地域資源を生かした体験交流型、広域連携型観光の推進

協働力によるシティプロモーションと移住・定住の促進

６-（１）

６-（２）

６-（３）

６-（４）

６-（５）

６-（６）

６-（７）

６-（８）

６-（９）

６-（１0）

６-（11）

６-（12）

自助・共助・公助による防災・減災対策の強化

災害に強い住宅や都市基盤施設等の整備

消防救急の迅速化・高度化の推進

交通安全と防犯の意識向上と環境整備

人が集い、賑わいを生む中心市街地の再形成

快適な都市環境づくりの推進

交通弱者の移動手段の確保

定住を促進する良質な住宅・住宅地の供給と空き家対策の推進

中山間地域の生活環境の保全と活用

活発な交流を支える幹線道路の整備

歩行者も車も安全に通行できる生活道路の整備

安全確保と長寿命化に向けた道路施設の維持管理の推進

７-（１）

７-（２）

７-（３）

７-（４）

７-（５）

多文化共生のまちづくりの推進

多様性に富み個性と能力を発揮できる社会の実現

市民、自治組織、市民活動団体等の協働によるまちづくりの推進

計画的・効率的で適正な行政経営に向けた改革の推進

未来に向けて誰もがつながるまちへの変革の推進
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生涯にわたりこころざし高く学び心豊かに暮らすまち（教育・文化分野）

誰もが健やかに、安心で幸せな暮らしをともにつくるまち（健康・子育て・福祉分野）

美しい自然環境と共生し、エネルギーの地産地消と資源循環を実現した持続可能なまち（環境分野）

新しい技術と多様な働き方から活力ある産業を生み出す、世界に誇れるお茶のまち（産業・経済分野）

魅力ある暮らしとホスピタリティにより、選ばれるまち（シティプロモーション分野）

災害に強く安全で安心な暮らしを支える基盤を整えたまち（安全・安心・都市基盤分野）

協働と連携により誰もが支えあい役立ちあうまち（協働・広域・行財政分野）  

1

2

3

4

5

6

7

指標

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

基準値 最終目標
（R7年度）

●子どもが健全に成長していると思う市民の割合

●１年間に文化芸術活動やスポーツ活動をした市民の割合

●郷土の歴史や文化に誇りと愛着を持つ市民の割合

●人口千人当たりの出生数

●子育て環境が充実したまちだと思う市民の割合

●65 歳以上で要介護１以下のお達者市民の割合

●健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民の割合

●清潔できれいな生活環境が保たれていると思う市民の割合

●平成 25 年度（2013 年度）比温室効果ガス排出率

●再生可能エネルギー普及率

●製造品出荷額

●雇用・就業環境が整っていると思う市民の割合

●掛川茶を飲んでみたい人の割合（首都圏調査）

●人口の社会移動（年間社会動態数）

●観光交流客数

●掛川市の魅力を発信している人の割合

●掛川は住みやすいところだと思う市民の割合

●自助・共助・公助による防災・減災対策が強化されていると思う市民の割合

●公共交通に困らない市民の割合

●人と人が信頼し助けあっていると思う市民の割合

●多様性に富み個性と能力が発揮できる社会が実現していると思う市民の割合

69.4％

34.6％

48.9％

8.17人

37.7％

90.5％

62.5％

78.3％

94.9％

17.2％

11,147億円

45.7％

42.3％

－242人

375万人

19.4％

75.8％

36.9％

31.5％

57.9％

14.5%

R1

R1

R1

H30

R1

H30

R1

R1

H29

R2

H30

R2

R2

R1

H30

R1

R1

R1

R1

R1

R2

80％

70％

60％

8.45人

60％

94％

80％

85％

67.5％

27.2％

12,500億円

60％

70％

＋150人

400万人

50％

85％

50％

45％

75％

50％

戦略の指標
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個別施策

　１-⑶ 郷土の文化の保存と市民の

 文化芸術活動の振興

施策の方向

①文化芸術に親しむ機会の充実

②文化芸術活動の活性化

③文化財や史跡の調査 ・ 保存

④文化財や史跡の活用

⑤文化財の保存の担い手の拡大

個別施策

生涯にわたりこころざし高く学び心豊かに暮らすまち 教育・文化分野

個別施策

  １-⑴  市民総ぐるみで取り組む

 心豊かにたくましく生きる子どもの育成

施策の方向

①持続可能な社会の担い手を育成するための教育の充実

②園小中一貫教育と学校再編の推進

③特別支援教育の体制の強化

④３つの創る力を育む学校教育の推進

⑤外国人児童生徒の教育環境の充実

⑥学校･家庭･地域が連携した子どもを育む教育の推進

1戦略

個別施策

　１-⑵ 市民の生涯学習の拠点づくり

施策の方向

①生涯学習機会の充実

②地域の情報の拠点づくり

③読書活動の推進

個別施策

　１-⑷ 誰もがスポーツを楽しめる環境の整備

施策の方向

①スポーツ参画人口の拡大

②各種スポーツの競技力向上とアスリートの育成 ・ 支援

③スポーツ指導者、スポーツ関係団体の育成 ・ 支援

④スポーツ施設の整備 ・ 充実
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個別施策

　２-⑷ 誰もが安心して医療を

 受けられる環境の整備

施策の方向

①地域医療体制の向上

②「ふくしあ」による地域包括ケアシステムの充実

③適正な医療のかかり方や知識の普及推進

④ジェネリック医薬品の普及促進

誰もが健やかに、安心で幸せな暮らしをともにつくるまち 健康・子育て・福祉分野

個別施策

　２-⑴ 家庭 ・ 地域 ・ 企業の子育て力の向上

施策の方向

①安心して子育てできる家庭の子育て力、教育力の向上

②地域や市民の主体的な子育て支援の充実

③青少年の健やかな成長の促進

④仕事と子育てを両立できる環境づくりの促進

⑤出会い ・ 結婚の支援

2戦略

個別施策

　２-⑵ 安心して出産 ・ 子育てできる環境の整備

施策の方向

①子育て世帯の経済的負担の軽減

②子どもの貧困対策の推進

③子育て支援施設の充実

④幼児教育 ・ 保育サービスの充実

⑤外国人就園児の支援の充実

⑥放課後等の子どもたちの安全な居場所の確保

⑦児童虐待の防止

⑧ひとり親家庭の自立支援

⑨子どもの健全な成長 ・ 発達の支援

個別施策

　２-⑶ 家族･地域･職場ぐるみの

 健康づくりの推進

施策の方向

①かけがわ生涯お達者市民推進プロジェクト

②地域とともに行う健康づくり ・ 食育の推進

③健康相談 ・ 健康教育の実施による健康意識の向上

④健診及び保健指導体制の充実

⑤「ふくしあ」による地域ぐるみの健康づくり

個別施策

　２-⑸ 高齢者が生き生きと

 暮らせる環境づくりの推進

施策の方向

①高齢者の在宅支援と多世代交流の促進

②認知症の共生と予防

③介護予防 ・ 日常生活支援総合事業の推進

④介護給付の適正化と介護サービスの質の向上

個別施策

　２-⑹ 障がいのある方の幸せな

 暮らしの支援の充実

施策の方向

①障害福祉サービス等の提供体制の整備

②障がいのある方の社会参加の促進

③障がいのある方の差別解消

個別施策

　２-⑺ 地域で支えあう福祉活動の

 推進と人権の尊重

施策の方向

①地域で支えあう福祉活動の推進

②新たな福祉課題への支援

③民生委員 ・ 児童委員活動の充実

④生活困窮者支援の充実

⑤人権擁護意識の啓発促進
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美しい自然環境と共生し、エネルギーの地産地消と

資源循環を実現した持続可能なまち

環境分野

個別施策

　3-⑴ 地域循環共生圏の確立を通じた

 脱炭素社会の推進

施策の方向

①再生可能エネルギーの地産地消の拡大と

　 地域課題解決の促進

②省エネルギーの推進

③資源循環の推進

④環境人材の育成及び確保

個別施策

　3-⑷ 清流が流れ、市民が水とふれあえる

 環境の整備

施策の方向

①水環境に対する市民意識の向上

②生活排水処理計画の見直しと合併浄化槽の設置推進

③協働による水辺環境の保全

3戦略

個別施策

　3-⑵ 誰もが集える身近な公園 ・ 緑地の充実

施策の方向

①市民に親しまれる公園 ・ 緑地の整備

②既存公園の活用と市民ニーズに応じた施設の再整備

③「掛川市緑の基本計画」に沿った

　　緑に関する施策の推進

個別施策

　3-⑶ 美しい森林や海岸等の保全と

 活用の推進

施策の方向

①森林の保全と活用

②協働による海岸保全と活用

③野生動植物の生息 ・ 生育環境の保護 ・ 保全

個別施策

　3-⑸ 誰もが快適に暮らせる生活環境の確保

施策の方向

①産業型公害の発生防止

②都市生活型公害の発生防止

③野生鳥獣対策の推進

④ごみ減量の推進

個別施策

　３-⑹ 安全な水を安定して供給できる

 水道事業の推進

施策の方向

①水道事業の健全な経営

②水道施設の耐震化と危機管理対策の強化

③安定した水量の確保

④安全 ・ 安心な水道サービスの維持
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4戦略
新しい技術と多様な働き方から活力ある産業を生み出す、

世界に誇れるお茶のまち

産業・経済分野

個別施策

　4-⑴ みんなが働ける雇用 ・ 就業の

 環境づくりの推進

施策の方向

①生涯働ける場の創出

②雇用の場の確保と就労支援の充実

③男女共同参画によるワーク ・ ライフ ・バランスの推進

④障がいのある方も働きやすい環境の整備

個別施策

　4-⑶ 多様な担い手による力強い

 農業ビジネスの確立

施策の方向

①安定的な農業経営の推進

②実質化された「人・ 農地プラン」に基づく農業経営 ・

　 農地利用の高度化

③６次産業化等による収益性の高い農業の確立

④畜産のブランド化の推進

⑤オリーブ産地化の推進

個別施策

　4-⑵ 掛川にしごとをつくる商工業の発展

施策の方向

①中小企業及び新規創業者に対する支援

②商工業のデジタル化の推進

③官民連携による市内企業の経営支援

④企業誘致の推進

⑤地域商業の活性化支援

個別施策

　4-⑷ 持続可能な茶業の推進と

 新たな掛川茶ブランドの構築

施策の方向

①掛川茶の生産技術と荒茶品質の向上

②環境負荷軽減に向けた茶生産体制の確立と輸出推進

③「共感」と「感動」を与える掛川茶のリブランディング

④世界農業遺産の保全継承と活用

⑤緑茶で乾杯文化の醸成による茶業振興

⑥「掛川茶」を楽しむことのできる環境づくり
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5戦略
魅力ある暮らしとホスピタリティにより、選ばれるまち シティプロモーション分野

個別施策

　５-⑴ 地域資源を生かした体験交流型、

 広域連携型観光の推進

施策の方向

①地域資源を活用した体験交流型観光の推進

②周辺市町と連携した観光の推進

③外国人観光客誘客の促進

④魅力的で効果的な観光情報の発信

個別施策

　5-⑵ 協働力によるシティプロモーションと

 移住 ・ 定住の促進

施策の方向

①シティプロモーション戦略の推進

②移住 ・定住の相談窓口 ・ 支援体制の充実

③ふるさと納税制度を活用した魅力の発信
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個別施策

　6-⑹ 快適な都市環境づくりの推進

施策の方向

①多極ネットワーク型コンパクトシティの推進

②良好な都市景観の形成

③地籍調査 30 年プランに沿った事業の推進

④住民主体のまちづくりの促進

災害に強く安全で安心な暮らしを支える基盤を整えたまち 安全・安心・都市基盤分野

個別施策

　6-⑴ 自助・共助・公助による防災・減災対策の強化

施策の方向

①総合的な防災 ・ 減災体制の確立

②自助を基本とする防災意識 ・ 防災力の向上

③共助による地域防災力の向上

④原子力災害に関する対策の推進

⑤情報発信の強化と相互受発信体制の整備

6戦略

個別施策

　6-⑵ 災害に強い住宅や都市基盤施設等の整備

施策の方向

①住宅等耐震化の促進

②水道施設の耐震化と危機管理対策の強化

③下水道処理施設の耐震化

④橋梁耐震化の推進

⑤海岸防災林強化事業「掛川モデル」と希望の

   森づくりの推進

⑥農業用ため池の耐震化と豪雨災害対応の推進

⑦流域治水対策を踏まえた「掛川市総合治水計画」の推進

個別施策

　6-⑶ 消防救急の迅速化 ・ 高度化の推進

施策の方向

①救急体制の強化

②消防力（人・ 機械 ・水）の充実

③火災予防体制の強化

④消防の広域化・ 連携 ・ 協力

⑤消防団組織 ・ 活動の活性化

個別施策

　６-⑷ 交通安全と防犯の意識向上と環境整備

施策の方向

①交通安全教育の充実等による交通安全意識の高揚

②交通安全施設の整備と維持管理

③高齢運転者の事故防止の推進

④防犯体制の強化

⑤地域防犯力の向上

個別施策

　6-⑸ 人が集い、賑わいを生む中心市街地の再形成

施策の方向

①中心市街地の活発な人の交流促進と賑わい創出

②居心地が良く歩きたくなるまち

　 「ウォーカブル推進都市」の構築

個別施策

　6-⑺ 交通弱者の移動手段の確保

施策の方向

①地域公共交通の再構築

②必要な既存交通インフラの維持 ・ 継続

③地域住民による主体的な取り組みの支援

④自動運転の調査 ・ 研究

個別施策

　6-⑻ 定住を促進する良質な住宅 ・

 住宅地の供給と空き家対策の推進

施策の方向

①魅力的な住宅地の供給と居住誘導区域における住宅の整備促進

②既存市営住宅の適切な維持管理

③空き家住宅対策の推進

個別施策

　６-⑼ 中山間地域の生活環境の保全と活用

施策の方向

①中山間地域の生活環境保全活動の支援

②道路等生活基盤施設の整備

③観光レクリエーション施設の整備

個別施策

　６-⑽ 活発な交流を支える幹線道路の整備

施策の方向

①国道、県道の整備促進

②都市計画道路や幹線道路の整備推進

個別施策

　６-⑾ 歩行者も車も安全に通行できる生活道路の整備

施策の方向

①安全で安心できる生活道路整備の推進

②歩道等の歩行空間の安全性の確保

③高齢者や障がいのある方等に配慮した道路整備

個別施策

　６-⑿ 安全確保と長寿命化に向けた道路施設の維持管理の推進

施策の方向

①道路等の効率的かつ計画的な維持管理

②新しい技術を活用した協働による維持管理の推進

③道路施設の長寿命化、ライフサイクルコストの縮減
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協働と連携により誰もが支えあい役立ちあうまち 協働・広域・行財政分野

個別施策

　7-⑴ 多文化共生のまちづくりの推進

施策の方向

①総合的な多文化共生社会の推進

②外国人市民が日本への理解を深めるための支援

③国際性豊かな人材の育成

④国際交流の推進

個別施策

　7-⑷ 計画的 ・ 効率的で適正な行政経営に

 向けた改革の推進

施策の方向

①公共施設マネジメントの推進

②計画的な財政運営

③行政経営の抜本的な見直し

④組織力 ・ 職員力の向上

⑤市税及び税外債権の適切な徴収

⑥質の高い窓口サービスの提供

⑦投票率の向上

⑧行政情報の発信と共有

⑨広域連携の推進

7戦略

個別施策

　7-⑵ 多様性に富み個性と能力を

 発揮できる社会の実現

施策の方向

①あらゆる場面における男女共同参画の推進

②自らの意思により社会活動に参画し、活躍できる

　 社会の推進

③誰もが個人として尊重される社会の推進

個別施策

　7-⑶ 市民、自治組織、市民活動団体等の

 協働によるまちづくりの推進

施策の方向

①協働の理念の浸透

②地区まちづくり協議会の活性化と担い手の育成

③持続可能な自治区の構築

④市民活動の支援

⑤協働して実施する公共サービスの拡大

個別施策

　7-⑸ 未来に向けて誰もがつながる

 まちへの変革の推進

施策の方向

①「手のひら市役所」の推進

②行政事務のデジタル化の推進

③つながるまちの推進

④包摂的な社会の実現

⑤安全 ・ 安心なまちの推進

⑥地域資源の活用

⑦デジタル化を推進する基盤整備

⑧誰ひとり取り残さない行政情報の発信と共有

⑨デジタル技術を活用した様々な連携の推進
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計画の推進にあたって

1 戦略的かつ計画的な施策の推進

　本市を取り巻く社会情勢、市の財政状況を踏まえつつ、施策の目的や内容を明らかにし、推進すべき施策、段階的に推

進すべき施策を時間軸の枠の中で総合的に捉え、施策効果が十分に発揮できるよう、関係する施策間の連携を強化し有

機的に推進します。

　また、個別施策については、確実に目標を達成するための施策を綿密に練り上げ、事業を実施していきます。

2 広域連携・官民共創の推進

　周辺市町や関係市町との連携を進め、情報共有や研究により、効果的・効率的な行政運営を目指すとともに、必要な

体制の整備を図ります。

　また、民間企業や団体等との積極的な「共創」を進め、地域課題への対応や、未来に向けたチャレンジにより、質の高い

まちづくりを目指します。

3 庁内連携の強化

　個別施策の推進にあたっては、プロジェクトチームを組織するなど必要な体制を整えるとともに、積極的な情報共有を

進め、庁内連携の強化を図り、職員が一丸となって着実な施策の推進を図ります。

4 成果重視と市民参画による進捗管理

　事業について具体的な成果を表す成果指標を設定し、成果指標の達成状況等を基に、事業の進捗・効果等について

効果の検証を着実に行い、必要に応じて見直しを行います。

　また、計画の推進状況について積極的に情報発信を行うとともに、効果検証・見直しは、基本理念である「協働のまち

づくり」に基づき、市民や外部有識者等関係者の参画を得て行います。
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